
 

 

 
 

就学援助費認定名簿確認に係る同意書  

 

私は、石狩市放課後児童健全育成事業運営負担金減免申請に対する審査の際、石狩市教育委員会が 

保管する就学援助費認定名簿を閲覧することに同意します。 

 

                 保護者（就学援助費受給申請者）氏 名                 印 

 

 

  ※市役所記入欄 □減免可   年   月  □添付書類確認      □減免不可  

 

＜減免対象区分が「第２子以降の児童が利用する世帯」に該当する場合は、裏面も記入してください。＞ 

 

石狩市放課後児童健全育成事業運営負担金減免申請書 

 

  年  月  日 

 

 石狩市長    様 

  申請者 住  所 

        （保護者）氏  名 

                        生年月日     年   月   日 

 

次のとおり、負担金の減免を申請します。 

児 童 

氏 名 

 年生 学 校 名 小学校  

 年生 
放課後児童 

ク ラ ブ 
クラブ  

 年生 

減免対象区分 

※あてはまるものすべてにチェックしてください。 
申請に必要な添付書類（各１通） 

□ 災害や保護者死亡などにより納付が 

困難である世帯 
左記事由を証明する書類 

□ 生活保護受給世帯 保護受給証明書の写し 

□ 就学援助費受給世帯 下記同意書に記入・押印又は就学援助決定書の写し 

□ 第２子以降の児童が利用する世帯 裏面「保護者と生計を一にする子等の情報」に記入・ 

押印 

□ その他 

 （                ） 
左記事由を証明する書類 

《注意事項》 

１ 太枠内について、ポールペンで記入してください。あてはまる区分の横にある□に✓を入れてください。 

２ 児童が１世帯につき複数の場合は、「児童名」の欄に利用する複数の児童名を記入してください。 
この場合は、申請書及び必要書類は、１通のみで結構です。 



 

市町村民税の公簿等閲覧に係る同意書 

 

私は、石狩市放課後児童健全育成事業運営負担金減免申請に対する審査の際、市町村民税の情報（同一

世帯者を含む。）を確認するため、必要な公簿等を閲覧し、又は官公署に照会することに同意します。 

 

                         申請者氏名                 印 

【保護者と生計を一にする子等の情報（放課後児童クラブ利用開始日時点）】 

 
表面の減免対象区分が「第２子以降の児童が利用する世帯」に該当する場合は、保護者と生計を一にす 

  る子等の情報を以下に記入してください。 
 

氏  名 
  同居・ 
別居の別 

学業等の状況 
監護の 
有無 

生計関係 
職員 
記入欄 生年月日 

 同 

・ 

別 

□未就学・小学校・ 

 中学校 

□高校・大学・専門
学校・専修学校 

□就労 

□その他（     ） 

有 

・ 

無 

同一 

・ 

維持 

該当 

（第  子） 

 

非該当 
 

年  月  日 

 同 

・ 

別 

□未就学・小学校・ 

 中学校 

□高校・大学・専門
学校・専修学校 

□就労 

□その他（     ） 

有 

・ 

無 

同一 

・ 

維持 

該当 

（第  子） 

 

非該当  

年  月  日 

 
同 

・ 

別 

□未就学・小学校・ 

 中学校 

□高校・大学・専門
学校・専修学校 

□就労 

□その他（     ） 

有 

・ 

無 

同一 

・ 

維持 

該当 

（第  子） 

 

非該当  

年  月  日 

 
同 

・ 

別 

□未就学・小学校・ 

 中学校 

□高校・大学・専門
学校・専修学校 

□就労 

□その他（     ） 

有 

・ 

無 

同一 

・ 

維持 

該当 

（第  子） 

 

非該当  

年  月  日 

 
同 

・ 

別 

□未就学・小学校・ 

 中学校 

□高校・大学・専門
学校・専修学校 

□就労 

□その他（     ） 

有 

・ 

無 

同一 

・ 

維持 

該当 

（第  子） 

 

非該当  

年  月  日 

 
※ 同居・別居の別で「別居」を選択した場合や、学業等の状況で「就労」「その他」を選択した場合は、 
扶養を確認できる書類（源泉徴収票の写し等）を添付してください。 

※ 生計関係は、次のとおり記入してください。 
   ア「同一」は、上記の子が申請者自身の子である場合や申請者が未成年後見人又は父母指定者である場 

合で、申請者がその子と生計を同じくしているときに〇で囲んでください。 
   イ「維持」は、上記の子が申請者自身の子でない場合で、申請者がその子の生計を維持しているときに 

〇で囲んでください。 
 
 

 


